
令和元度 福井型コミュニティー・スクール 実施報告書

上志比中学校

１ ｢家庭･地域･学校協議会｣の設置と運営
(１)｢家庭・地域・学校協議会｣の構成 (２)協議会の開催内容

・第１回 ６月７日(金)

スクールプランや学校要覧、年間行事計

画等をもとに、今年度の学校運営方針等に

について協議する。

｢地域と進める体験推進事業｣について、

説明と協力を依頼する。

・第２回 ９月７日(土) ８日(日)

体育祭や文化祭における生徒の様子や学

校施設の状況を視察する。

・第３回 ２月２７日（木）

学校評価の集計結果報告と次年度に向け

ての取り組みについて協議する。

・通年

学校開放日には、生徒の視察を行う。

(３)協議会における成果と課題

協議会委員の方々の日々積極的な参加のお蔭で、学校の活動も生徒の様子もよく理解いただ

き適切に指導ご助言をいただいている。委員の方々も長い方は１０年近くになる。本校は地域

外の職員がほとんどのため、今後委員の交代となった時の人材発掘がなかなか難しい。担い手

を探すことが、今後の課題と考える。

２ 地域と進める体験活動

（１）活動のねらい

上志比地区には、吉峰寺をはじめとする史跡や名勝が数多く

存在する。中部縦貫自動車道の建設によりその歴史あるものが

埋もれてしまう可能性があるため、平成 14 年度に｢ふるさと探
求｣という冊子が発刊された。発刊より 15年余、その冊子が手
元にある家庭も少なくなり、地区に残る史跡や名勝についての

興味・関心も薄れ、中学生に限れば、身近にあるその存在すら

知らない。この事業を通して、地元｢上志比｣の歴史や文化につ

いて理解を進めるとともに、ひいては｢ふるさと上志比｣を愛す

る生徒を育てたい。

（２）活動の実際

①吉峰寺へ奉仕活動と座禅体験（６月４日）

生徒から、校区にある吉峰寺へ奉仕活動に行こうと話が上が

った。校区に寺があることは知っていたが、どのような歴史が

あるのかは知らない生徒がほとんどであった。そこで、修行僧

の方より説明を受け、その後、座禅体験や清掃活動を行った。

「道元禅師が永平寺に入る前に吉峰寺にいたのだ！ということ

が分かった。」と、生徒は興味津々に話を聞いていた。地区に

はまだまだ知っていそうで知らないところがたくさんあるか

ら、これからそれらをもう少し調べようと活動が広がっていっ

た。
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②史跡巡り（事前学習１０月２３日・史跡巡り１１月２０日）

事前学習として、永平寺町内には松岡古墳群をはじめ、大

本山永平寺や吉峰寺等、全国的にも名の知れた歴史的遺産の

あることを学んだ。旧上志比村の成り立ちや史跡についてい

ろいろ話を聞いているうちに、中部縦貫自動車道の建設によ

りその歴史あるものが埋もれてしまう可能性があるというこ

とを知り、生徒からは驚きの声が上がった。

昨年作った冊子を見て、自分の地域に知らない歴史がいろ

いろあることを知った。それとともに、次回探検に行くコー

スについて、「わが家の近くだ！」という生徒はその場所にあ

る立て看板について、知っていることをいろいろ話してくれ

て、生徒たちは大変興味を持つことができた。

その後、史跡巡りを行った。当日は、地域の語り部の２人

が生徒全員と行動を共にして、あちこち見たり聞いたりした。

③資料集づくり（１２月）

自分たちの町の遺跡がなくなってしまうか

もしれないことを知り、昨年同様歴史巡りを

したことをまとめ発表した内容をデータ化し

て残すことにした。生徒たちの見てきたもの

の写真と、現在ある冊子の内容を分かりやす

く読み替えて右のようにデータ化した。

（３） 地域コーディネーターについて

①地域コーディネーター ２名

・家庭地域学校協議会委員長 多田省吾さん

②地域コーディネーターの活動概要

計画の段階から、地域の語り部の多田美千子

さんと鈴木真人さんに参加をいただき学校と地

域を繋ぐ役割をしていただいた。

（４）特に工夫した事項

・歴史を聞くだけにならないよう、体験活動を

組み込んだ内容にした。

・地域の語り部の役割をはっきりさせ、それぞ

れの知見から話をしてもらえるように、史跡

めぐりコースを考えた。

３ 成果と課題

大変興味をもって取り組むことができた。この活動を通して、地域の歴史と発展してい

く今を知ることができた。この活動は３年間、毎年 1年生が取り組み今年で２年目となる。
上志比地区を３つに分けて毎年 1エリアずつ探求するため、活動をした１年生はそのエリ
アのことしかわからない。地域のことを十分に分かってもらいたいと考えると、時間の確

保が問題となる。年度初めに十分な時間配分を考え計画的に取り組み、来年度には一つの

記録集ができあがるようにしたい。




